
第 2回クラブ協議会（方針発表） 

・点鐘・四つのテスト唱和（上川会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  内田奉仕プロジェクト部門長     玉利職業奉仕委員長       能勢 SAA 

   （国際奉仕委員長） 

臨時理事会議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内ロータリークラブのプログラム  ★印は例会場ないし例会時間変更 

ＲＣ 例会日 プ ロ グ ラ ム 例会場 ＲＣ 例会日 プログラム 例会場 

東 

7/21(木) 

会員卓話 サンデイズイン鹿児島 東南 
7/26(火) 

外部卓話 サンロイヤル 

北 クラブ協議会 ﾚﾝﾌﾞﾗﾝﾄ鹿児島 城西 クラブ協議会 東急 REI ホテル 

サ ザン クラブ協議会 東急 REI ホテル 西 

7/27(水) 

★ﾌｧｲﾔｰｻｲﾄﾞﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 18：30 山 形 屋 

鹿 児 島 
7/22(金) 

プロバス・ローターアクト

会長挨拶 
山 形 屋 西南 ★夜間例会 ゆ う づ き 

中 央 7/25(月) 会員卓話 池脇会員 山 形 屋     

●ホームクラブ出席率 80％を目指しましょう！ 

出席報告 第 2806 例会 第 2804 回訂正 

会員数 38(34)名 40(36)名 

出席数 24(22)名 27(25)名 

出席率 66.67％ 71.05％ 

 

●今後の予定 

7/27(水) 納涼家族会（サンロイヤルホテル） 

8/3(水) 外部卓話 高津 孝様 

8/10(水) クラブ定款休会 

 

 

 

   

  

上薗クラブ管理運営部門長     今村研修・広報部門長      川窪ロータリー財団部長 

 

上川咲男会長が開会を告げ、日高文治会員がクラブ細

則改正の要点について、次のとおり説明した。 

➀組織再編に伴う部分を改正の対象にした（その他

は会費納入と一部誤字修正）。 

②表現、読点についても現行条文を優先し、改正は

最小限に止めた。 

③「条」「節」を増やさないようにした。 

④班長の役目は従来の「委員長」に重ねた部分が多

い。特に奉仕プロジェクト部門…役目については

従来も曖昧（「責任」の有無等）。 

⑤ＣＬＰ長期ビジョン委員会ほか非常設部門の表記。 

⑥プロバスクラブ、姉妹・友好クラブ、霧多布湿原

支援など従来の委員会の扱いから外れた部門の表

記。 

次いで協議に入り、次の結論を得た。 

①.直前会長、直前幹事が「役員」でなく「理事」にあ

るのは疑問だが、当面は現行通りとする。 

 

るのは疑問だが、当面は現行通りとする。 

ただ直前幹事が兼務している「副ＳＡＡ」の「理事・役

員・委員会構成表」への表記はしない。 

②.改正細則については次の通りとなった。 

 1.第 1 条第 1 節…「クラブ指名会員会」を「クラブ指名

委員会」に、「会長ノミニー」を「会長ノミニー（副

会長）」に（※他の条節も変更する）、委員会掲載を「職

業奉仕、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕」の順序で

表記する。 

 2.第 7 条第 1 節（C）…「それぞれ会長が理事の中から

任命する」を「それぞれ会長が任命する」に変更する。 

 3.第 8 条第 4 節（ｂ）…「北海道・霧多布湿原保全のた

めの」を「環境保全のための」に変更する。 

③.第 5 条第 1 節「本クラブの入会金は 35,000 円とする」

は「無料とする」方向で検討し、次の機会に細則に反映

する。 

 



 


